
徳島県に漂着した果実の中に，これまで県内でビンロ

ウ Areca catechu L. とされてきたものがある（図 1）．ビ

ンロウは日本国内に生育しないため，この果実は，長ら

く中西（1994）や石井（1999）などの文献情報によってビン

ロウと同定されてきた．しかし，徳島県内の漂着果実に

ついて再検討したところ，沖縄県に漂着の記録があるオ

ニガシ Lithocarpus lepidocarpus（Hayata）Hayataが，この

漂着果実に極めて類似していることがわかった（盛口，

2008；盛口ら，2011）．そこで，これまで県内でビンロ

ウとされてきた果実について，再度検討を行ったのでそ

の結果を報告する．

調査にあたっては，県内の漂着果実と徳島県立保健製

薬環境センター所蔵の標本との比較を行った．ビンロウ

の種子は，一般には入手しにくいが，檳榔子（ビンロウ

ジ）の名で生薬になっており，当センターには良好な保

存状態のビンロウの標本が収蔵されている（図 2）．比

較検討の結果，問題の果実は，ビンロウではなくオニガ

シであるという結論に達した．

オニガシは，台湾固有の常緑ブナ科マテバシイ属の植

物で，主に台湾中部から南部にかけての標高 1000～2300

mほどの山地に生育する．8～12月にかけて，3～3.2長，

2.9～3cm幅の殻斗をつける（図 3）．直径 2cmほどの果

実は，球形で果皮は厚く，先端部はやや凹んでいる．そ

の大半が殻斗に包み込まれている点が，マテバシイやシ

リブカガシなど，日本産の本属の植物と明らかに異なっ

ている（Liao，1996）．徳島県に漂着した果実は，直径

2.2cmほどで，堅い種皮に包まれ，先端部分のみが平坦

からやや凹むなどの点で本種の記述と一致する．なお，

日本国内においては，漂着オニガシ果実の学名として
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図 1．オニガシ Lithocarpus lepidocarpus 漂着果実．bar=1cm． 図 2．徳島県立保険製薬環境センター所蔵の檳榔子．bar=1cm．
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Lithocarpus castanopsisiforia（正しい綴りは，Lithocarpus

castanopsisifolius（Hayata）Hayata）を用いることが多い

が，これは Lithocarpus lepidocarpus（Hayata）Hayataのシ

ノニムと考えられるので後者を用いるのがよい（Liao，

1996）．

また，本県には，オニガシと極めてよく似ているもの

の，直径 1.5cmほどの果実も漂着している（図 4）．こ

の果実によく似た果実について，盛口ほか（2011）は，果

実形態のみから断定することはできないとしながらも，

同属のアミガシLithocarpus amygdalifolius（Skan）Hayataで

ある可能性を指摘している．

さらに，今回の調査でオニガシの漂着の実態が明らか

になったことにより，ビンロウ自体も徳島県内に漂着し

ていることが確認された（図 5）．ビンロウは，マレー

半島原産のヤシ科高木で，インドや東南アジアなどで薬

用の目的などに栽培される．果実は，楕円形で長さ 5cm

ほど，直径は，3cmほどである．薄い外果皮と繊維状の中

果皮，やや堅い内果皮を持ち，その中に堅い種子が包ま

れている（中西，2009）．ビンロウの漂着果実が見つかっ

たのは，徳島県海部郡海陽町宍喰の長浜で，漂着果実は

半分となった状態であった．直径は，2.6cmほどで繊維

質の中果皮が露出しているなどの点は，中西（2009）の報

告と一致している．本種の漂着は，極めて稀で，2009

年に長崎県に大量に漂着するまでは，ほとんど記録がな

されていない（中西，2009）．

標本記録

1）オニガシ Lithocarpus lepidocarpus（Hayata）Hayata

標本：徳島県海部郡海陽町大砂海水浴場（�直大 2011

年 9月 8日採集：Fig. 1）

果実の形態：球形で，2.2cmほど．硬く，先端部分は平

坦で中央部がやや凹む．表面には先端部付近に縦の短い

皺がある．色は灰色を帯びる．果実は内部が遊離し，振

ると中から音がする．

2）アミガシ類似果実 Lithocarpus aff. amygdalifolius（Skan）

Hayata

標本：徳島県鳴門市千鳥ヶ浜（茨木靖 2006年 10月 16

日採集．徳島県立博物館蔵 TKPM-BSP079382：Fig. 4）

果実の形態：球形で，直径 1.5cmほど．硬く，先端部分

は平坦で中央部もほとんど凹まない．表面には先端付近

に細かな小穴がある．色は赤褐色を帯びる．

3）ビンロウ Areca catechu L.

標本：徳島県海部郡海陽町宍喰長浜（�直大 2012年 8

月 12日採集：Fig. 5）

果実の形態：紡錘形で，長さ約 2.4cm，幅（直径）2.7cm，

図 4．鳴門産アミガシ類似漂着果実 Lithocarpus aff. amygdalifolius.
bar=1cm． 図 5．ビンロウ Areca catechu 漂着果実．bar=1cm．

図 3．オニガシ Lithocarpus lepidocarpus の殻斗
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繊維状の中果皮の中にやや堅い内果皮を持ち，その中に

種子が包まれている．
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